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修士論文要旨
長時間最大下運動中のVO2dri允および神経
一筋機能における持久性トレーニングの影響－
TheeffbctofendurancetrainingonVO2driftandneuromuscularfunctionduring
PrOlomgedsubmaximalexercise
石島　寿道（TbshimichiIshijima）　指導：樋口　満
【研究背景】
［研究1］有酸素性運動において運動強度がLTやVTを超え
た状態で運動を行うと、V02は定常状態とならず運動終了
までdriftすることが知られている（Pooleetal．1994）。
しかしながら、開催以下の強度でも運動が長時間にわたる
際には　V02　は　dri托　し続けるという報告もある
（Fernstrometal．2004）。この長時間通勤中のVO2drift
に焦点をあてた研究は少ない。さらに、持久性トレーニン
グが長時間運動中のVO2dr軌，に影響するかはいまだ検討
されていない。
一方、Cyclinge瓜ciency（CE）は持久性トレーニングによ
り影響を受けないという報告が多いが、その要因として運
動プロトコル短時間であることが考えられる。CEが長時
間運動のパフォーマンスの指標となっていることを考慮す
ると、より長い運動プロトコルが使用されるべきである。
【研究2］研究1のVO2およびエネルギー効率の低下に直結
する主な要因として、熱産生の上昇、筋線経の動員増加お
よび基質代謝の変化の3つの要因が考えられるが、このな
かで神経・筋疲労による筋線経の動員増加はEMGを用い
て評価することが出来る。Takaishietal（1994，1996）は、
長時間運動中、VO2dri氏と外側広筋のiEMGのdrifLが一
致していることを報告した。また長時間通勤中の大腿およ
び下肢の4筋のEMGを調査した研究では、各筋のバイオ
メカニカルな機能的役割によってVO2dri氏とは必ずしも
一致しないが、筋活動の上昇が起きるとしている（Sarre＆
Lep白味2005）。さらに同研究では長時間運動中、外側広筋
および大腿直筋においてMPPの上昇の傾向を観察してお
り、筋線維動員パターンの変化を示唆している。ただし、
これらに対する持久性トレーニングの影響について調査し
た研究はまだない。
【目的】
［研究1］長時間運動中のVO2driftおよびCyclingefnciency
におけるトレーニングの影響を検討すること。
［研究2］1）vO2driftが筋線経の動員増加もしくは神経一筋
疲労とリンクしているか、2）持久性トレーニングが長時間
最大下運動中の神経一筋機能に影響しているかどうかを検
討すること。
【方法】
被験者は研究1では非鍛錬群7名、トレーニング群8名、
研究2では非鍛錬群8名、トレーニング群7名とした。予
備実験としてVO2maxおよびLTの測定を行い、その後本
実験として、運動強度をそれぞれ60％VO2maxおよびLT
として、70minの長時間運動を2度行った。また本実験で
は実験6時間以上前に規定食を摂取させた。測定項目は、
呼気ガス、血中乳酸値、血糖値、RPEおよび筋電図とした。
【結果】
【研究11各試行で運動時間が経過するにつれて、VEおよび
V02は有意に増加した。長時間運動中、各試行でのVO2
およびEE normalizatrionは有意に増加していた。また
70minにおける馳（60％）のVO2およびEEnormalization
はSed（60％）に比して有意に低い債であった。【研究2］各
筋において、RMSおよびiEMGは長時間運動中変化せず、
試行間にも差は見られなかった。各筋のMPFは長時間運
動中変化しなかったが、VLのMPf、においてのみSed（60％）
とTr（60％）およびSed（LT）とTr（LT）に有意差が観察された。
各試行での70minにおけるRMSおよびiEMGとVO2
dri允との相関は有意ではなかった。
【結論】
【研究1］Tr群およびSed群における同一相対強度でのVO2
およびEE dri允はTr群において抑制されていた。これは
持久性トレーニング群の　LT　の相対的強度が高い
（56％VO2max vs　68％VO2max）ゆえに、同一相対強度
（60％VO2max）でのVO2およびEEdri氏が小さいというこ
とを示唆している。
【研究2］70minの長時間運動中、各筋において、RMS
およびiEMGは長時間運動中変化せず、試行間にも差は見
られなかった。また各筋のMPFは長時間運動中変化しな
かった。これに関しては被験筋の機能的役割が異なること
が要因として考えられるかもしれない。VLのMPFは各試
行において両群間に有意な差が観察されたが、絶対強度の
運動強度が高いTr群においてSed群よりもVLのMPPが
高かったことから、絶対強度の高さゆえに筋線経の動員パ
ターンが異なる可能性が考えられる。VO2dri氏の要因と
しての神経一筋機能の変化は重要な要素ではなく、他の要
因がより大きく関与しているか、それぞれが微弱ながらも
合算的に関与しているのかもしれない。
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